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発表概要

１ 創立経緯と当初の活動

２ 活動内容の変遷

３ 現在の活動内容

４ 今後の活動

2



１活動の経緯

「子ども食堂」運営のための大学サークル
「上智Jr.ボランティア」として活動開始

・創部：2016年５月６日

・代表：２年次生 亀井 利恵

・部員：１年次生 15名

２年次生 30名

・顧問：Fr. Thomas Varkey, S.J. 

（短期大学部教員、イエズス会士）
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「ベジタステーションはだの」の名称の由来

顧問のThomas Varkey先生の助言

ラテン語の vegetus =  活気にあふれた、元気な

英語の station    =  場所、拠点

VEGETUSTATION  （造語） ＝ 元気になれる場所

略称 「ベジタスはだの」
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活動当初の協力者

①秦野市役所

子育て支援課

1

②上智大学

短期大学部

学生と顧問

2

③市民のボラ

ンティアの

方々

3

④余剰野菜等

の食材提供

者の方々

4

5



２活動内容
の変遷

当初の活動内容
１子ども食堂・学習支援
２街頭募金（震災被災者支援）
３大学祭での模擬店（活動費捻出）
４ HP・ブログによる活動周知

2017年4月～ 秦野市と上智大学短大部の
連携事業の一つに位置づけ

↓
現在の活動内容
１子どもの居場所作り
２大学祭での模擬店（活動費捻出）
３ツイッターによる活動周知

6



状況の変化

子ども食堂安全性の問題

リスク対応の必要性

2018年2月

協議の上で運営方法の変更を決定

食事提供の中止

⇒ 子どもの居場所づくりへ

学生が工夫して運営 7



３現在の活動

・代表：１年次生 村野 世奈

・部員：１年次生 24名

（2年次生は春学期終了時に引退）

・顧問：森下 園（短大部教員、2017年9月～）

・活動日：学期中の第二土曜日

・活動場所：秦野市内の公民館

（南公民館６回／本町公民館２回）

・秦野市子育て支援課のご協力
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現在の
活動内容

コミュニケー

ション能力

視野を広げる好奇心を育てる

子どもの居場所づくり
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ベジタステーションはだの
10

対象：小学生

幼児は保護者と一緒であれば可

受付：事前申し込み制

行事参加者全員をカバーする保険

に大学が加入

アレルギーやお迎えの有無の確認
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学生手作りのポスターによる周知



レクリエーション

新聞ゲーム

フルーツバスケット

絵本の読み聞かせ

福笑い

じゃんけん列車 など

毎回学生たちで知恵を

絞っています！
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おやつタイム

13
個別包装のおやつ ＋ 事前の手洗いの徹底 などによる安全性確保



クリスマスイベント
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4 今後の活動

2019年度ベジタステーションはだの
⇒昨年度に引き続き、第二土曜日10:00－

12:30に開催

参加児童数は20名前後＋幼児の保護者

平日夕方の活動も模索中

・本町公民館

（４/13・７/13・10/12・12/14・

1/11）

・南公民館（５/11・６/８・11/９）
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今後も地域の子どもたちのため
私たち学生ができることに
取り組んでいきます。

ご清聴ありがとうございました。

Men and Women for Others, with Others
（上智大学の教育の理念）
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